別記様式第1号の2の3（第31条の3関係）
	消防用設備等（特殊消防用設備等）設置届出書
年　　月　　日
仁淀消防組合消防長　様

届出者

住所

氏名　　　　　　　　　　　　
下記のとおり、消防用設備等（特殊消防用設備等）を設置したので、消防法第17条の３の２の規定に基づき届け出ます。

記

	設置者
	住所
	電話（　　）　　　番

	
	氏名
	

	防火対象物
	所在地
	

	
	名称
	

	
	用途
	

	
	構造、規模
	造地上　　　階地下　　　階

	
	
	床面積　　　　㎡　延べ面積　　　　㎡

	消防用設備等（特殊消防用
設備等）の種類
	

	工    　　　　事
	種別
	

	
	設計者

住所氏名
	住所
	電話（　　）　　　番

	
	
	氏名
	

	
	施工者

住所氏名
	住所
	電話（　　）　　　番

	
	
	氏名
	

	
	消防設備士
	住所
	

	
	
	氏名
	

	
	
	免状
	種類等
	交付知事
	交付年月日
	講習受講状況

	
	
	
	
	
	交付番号
	受講地
	受講年月

	
	
	
	甲・乙

種類
	都道

府県
	
	都道

府県
	年　月

	着工年月日
	

	完成年月日
	

	検査希望年月日
	

	※　受　付　欄
	※　　決　　裁　　欄
	※　備　考

	
	
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
　　　２　消防用設備等設計図書又は特殊消防用設備等設計図書は、消防用設備等又は
特殊消防用設備等の種類ごとにそれぞれ添付すること。
　　　３　※印欄には記入しないこと。

◆制度の概要
延べ面積300m2以上の防火対象物又は特定用途に供される部分が避難階以外（２階部分を除く。）の階に存し，当該避難階以外の階に階段が２以上設けられていない防火対象物（特定一階段対象物）で，消防用設備等又は特殊消防用設備等の設置に係る工事が完了した場合は，工事が完了した日から４日以内に消防長に届け出て検査を受けなければなりません。
◆届出書の根拠
消防法第17条の３の２，消防法施行令第35条，消防法施行規則第31条の３
◆届出方式等
１．届出場所
建物を管轄する消防署の予防係
２．届出に必要なもの
（１） 届出書は２部提出
（２） 届出書には，案内図，配置図，平面図及び消防用設備等（特殊消防用設備等）の設置図書を添付して下さい。
※届出書及び添付図書は、次によること。
○届出は防火対象物ごとに、原則として消火設備、警報設備又は避難設備ごとに一括して届け出るもの。
○設置届に係る添付図書で、着工届、条例第43条の規定に基づく防火対象物の使用開始の届出又は条例第44条の規定に基づく火を使用する設備等の届出等に添付した図書と同一のものとなるものにあっては、これを省略することができる。

	設備の種類
	添付図書
	記載要領等

	消火器
	1防火対象物の概要表

2設備の概要表

3平面配置図

4仕様書（パンフレット）及び能力単位計算書

	｢設備の概要表｣は、試験結果報告書の添付をもって替えることができる。
｢能力単位計算書｣は、試験結果報告書備考欄に記載してあれば、別葉でなくても支障ない。

	動力消防ポンプ設備

消防用水
連結散水設備

連結送水管
	1防火対象物の概要表

2設備の概要表
3平面図及び断面図等
4配管系統図

5配線系統図及び展開図

6仕様書及び計算書

7操作盤又は総合操作盤（選択弁を設けた連結散水設備及び加圧送水装置を設けた連結送水管に限る。）に関する図書

8使用機器図
	｢設備の概要表｣は、試験結果報告書の添付をもって替えることができる。

｢断面図等｣には、居室、天井の構造が立体的なものについてのみ、ヘッド、配管等の設置状況について明記すること。

｢配管系統図｣には、配管摩擦損失計算の基礎となる使用管長、管径、管継手、弁等を明記すること。

なお、平面配管系統図は、平面図に記載することができる。

｢配線系統図及び展開図｣には、作動順序を示す接続の状況を明記すること。

感知器等と連動した自動起動方式及び予作動式のスプリンクラー設備は、連動の系統図、信号系統を明記した図書を添付すること。

｢使用機器図｣には、加圧送水装置、起動装置、自動警報装置、自動火災感知装置、ヘッド、ノズル、ホース等個々の機器の詳細を明記すること。

なお、加圧送水装置の基準を定める告示に適合するもの又は㈶日本消防設備安全センターの認定品にあっては、ポンプ試験成績表及び加圧送水装置等の銘板写しを添付すること。
｢連結送水管の試験結果報告書｣は、配管耐圧試験欄及び放水試験欄は空欄とし、消防検査時に行った結果を記載し、後日届け出ることができる。




※各設備における案内図は、防火対象物の使用開始の届出等の案内図をもって替えることができる。

	設備の種類
	添付図書
	記載要領等

	非常警報設備
	1防火対象物の概要表

2設備の概要表

3平面図

4配線図

（電気系統図、設備系統図及び設備図）
5操作盤又は総合操作盤（放送設備に限る。）に関する図書
6非常電源

	｢防火対象物の概要表｣には、無窓階の有無及び該当階を明記するほか、収容人員を記入する。

｢非常警報設備の概要表｣は試験結果報告書の添付をもって替えることができる。

｢平面図｣、｢配線図｣及び｢非常電源｣は、警報設備の着工届出書の例による。
｢配線図｣は、電気系統図、設備系統図、設備図の順とし、次によること。

(1)｢電気系統図｣には、常用電源又は非常電源から消防用設備等に至る配線の概要を明記すること。ただし、常用電源については、電気系統標準図（非常電源を常用とするものを除く。）を添付した場合、又は非常電源についての非常電源系統標準図を添付した場合には、当該部分の系統図を省略することができる。

(2)｢設備系統図｣には、電線管の口径、配線本数、電線路の立上り・引下げ、警戒区域、受信機、中継器、機器収容箱、副受信機の配置状況を階別、系統別に明記すること。

(3)｢設備図｣には、室名及び設備系統図を構成する機器、配線等を平面的に明記して、消火設備の設置等により感知器が省略された部分は、図面にその旨を色別等により明記すること。

また、既設の自動火災報知設備がある場合は、図面にその旨を明記し、建築断面図等に標準図を用いた場合は、当該標準図の種別を明記すること。

｢非常電源設置場所の平面図及び展開図｣には、設置場所とその周辺、機器の配置、換気ダクト等の付属設備の配置を明記すること。

｢非常電源の配線図及び展開図｣は、単線又は三線結線図及び制御回路図とすること。

｢非常電源の仕様書｣には、主たる機器の姿図、外観図を明記すること。ただし、これらを記載したカタログ等が添付されている場合はこの限りでない。

｢負荷設備概要表｣の耐火又は耐熱の接続方法において、標準工法以外を使用する場合は、当該工法に係る図書を添付すること。



※各設備における案内図は、防火対象物の使用開始の届出等の案内図をもって替えることができる。

	設備の種類
	添付図書
	記載要領等

	漏電火災警報器
	1設備の概要表

2平面図

3配線系統図
4仕様書

	｢平面図｣には、次の内容を明記すること。

(1)引込線取付点から屋内分電盤までの配線と変流器及び受信機の設置位置
(2)音声警報装置を設置した場所の用途
｢配線系統図｣には、次の内容を明記すること。
ア引込線取付点から分電盤までの単線結線

イ操作電源の分岐方法、電源の太さ、開閉器等の容量

｢仕様書｣には、級別、型式、製造会社、検定の有無、公称作動電流値、使用電圧、変流器種別、定格電流、定格電圧等を明記すること。ただし、これらの内容が記載されたカタログ等が添付されている場合はこの限りでない。



	すべり台
すべり棒
避難ロープ
避難はしご（固定式のものを除く。）
避難橋避難用タラップ
	1設備の概要表

2配置図

3平面図
4立面図
5避難器具の設計図及び構造計算書
	(1)｢配置図｣には、敷地内における建築物の位置、他の建築物との別、建築物の各部分と敷地に接する道路の位置及び幅員を記入する。
(2)｢平面図｣には、設置位置を記入する。

(3)｢立面図｣には、外壁面に設置階から避難階までの動線を記入する。

(4)｢避難器具の設計図｣には、避難器具を取り付ける開口部の詳細、避難器具の取付金具及び取り付ける部分の詳細を記入する。

(5)｢構造計算書｣には、避難器具の取付金具及び取り付ける部分の強度の算出方法を記入する。



※各設備における案内図は、防火対象物の使用開始の届出等の案内図をもって替えることができる。

	設備の種類
	添付図書
	記載要領等

	誘導灯及び誘導標識
	1設備の概要表

2平面図

3配線系統図
4仕様書

5操作盤又は総合操作盤（自動火災報知設備等から発せられた信号を受信し、あらかじめ設定された動作をする誘導灯に限る。）に関する図書
6非常電源

	｢平面図｣には、誘導灯又は誘導標識の設置位置、誘導灯の種類及び大きさ（大形、中形、小形）等を明記すること。また、特例が適用された部分には、その旨の表示をすること。

｢配線系統図｣には、分電盤等からの配線方法、使用電源及び工事方法等を明記すること。
｢仕様書｣には、誘導灯の姿図、種類、非常電源の内蔵、別置の別、その他必要な事項を明記すること。連動式誘導灯を設置する場合は、動作内容を明記すること。

｢非常電源｣（別置型に限る。）については次によること。
｢非常電源設置場所の平面図及び展開図｣には、設置場所とその周辺、機器の配置、換気ダクト等の付属設備の配置を明記すること。

｢非常電源の配線図及び展開図｣は、単線又は三線結線図及び制御回路図とすること。

｢非常電源の仕様書｣には、主たる機器の姿図、外観図を明記すること。ただし、これらを記載したカタログ等が添付されている場合はこの限りでない。

｢負荷設備概要表｣の耐火又は耐熱の接続方法において、標準工法以外を使用する場合は、当該工法に係る図書を添付すること。




※各設備における案内図は、防火対象物の使用開始の届出等の案内図をもって替えることができる。

	設備の種類
	添付図書
	記載要領等

	排煙設備
	1防火対象物の概要表

2設備の概要表

3平面図

4ダクト系統図

5配線図

6仕様書及び計算書

7操作盤又は総合操作盤に関する図書
8非常電源

	｢平面図｣には、排煙区域、空気流入口、排煙口及び手動起動装置の位置を明記すること。

｢ダクト系統図｣には、階別の平面系統及び立面系統を明記すること。ただし、平面系統については平面図に明記することができる。

｢仕様書｣には、設備の概要及び使用器材の機能、構造等を明記すること。

｢非常電源｣については消火設備の着工届出書の例による。
｢非常電源設置場所の平面図及び展開図｣には、設置場所とその周辺、機器の配置、換気ダクト等の付属設備の配置を明記すること。

｢非常電源の配線図及び展開図｣は、単線又は三線結線図及び制御回路図とすること。

｢非常電源の仕様書｣には、主たる機器の姿図、外観図を明記すること。ただし、これらを記載したカタログ等が添付されている場合はこの限りでない。

｢負荷設備概要表｣の耐火又は耐熱の接続方法において、標準工法以外を使用する場合は、当該工法に係る図書を添付すること。




※各設備における案内図は、防火対象物の使用開始の届出等の案内図をもって替えることができる。

	設備の種類
	添付図書
	記載要領等

	非常コンセント設備
	1設備の概要表

2平面図

3立面図

4配線系統図

5仕様書
6操作盤又は総合操作盤に関する図書
7非常電源

	｢平面図｣及び｢立面図｣には、非常コンセントの設置位置、立面図、箱内の器具の配置状況等を明記すること。

｢配線系統図｣には、次の内容を明記すること。(1)常用電源及び非常電源の配線

(2)開閉器等の位置、種類、容量等

｢仕様書｣には、非常コンセントの種類、容量及び非常コンセント箱の構造、材質等を明記すること。

｢非常電源｣については消火設備の着工届出書の例による。

｢非常電源設置場所の平面図及び展開図｣には、設置場所とその周辺、機器の配置、換気ダクト等の付属設備の配置を明記すること。

｢非常電源の配線図及び展開図｣は、単線又は三線結線図及び制御回路図とすること。

｢非常電源の仕様書｣には、主たる機器の姿図、外観図を明記すること。ただし、これらを記載したカタログ等が添付されている場合はこの限りでない。

｢負荷設備概要表｣の耐火又は耐熱の接続方法において、標準工法以外を使用する場合は、当該工法に係る図書を添付すること。




※各設備における案内図は、防火対象物の使用開始の届出等の案内図をもって替えることができる。
	設備の種類
	添付図書
	記載要領等

	無線通信補助設備
	1案内図

2防火対象物の概要表

3設備の概要表

4平面図

5配線図

6操作盤又は総合操作盤（増幅器を設ける場合に限る。）に関する図書
7使用機器図


	｢平面図｣は、設備平面図と兼ねることができること。

｢設備系統図｣には、配線の立上り・引下げ及び機器の配置状況等について階別、系統別に明記し各機器（構成部品）における損失、利得及び幅射レベルを併記すること。
｢設備平面図｣には、設備系統を構成する機器、配線等を平面的に明記すること。
｢配線図｣は、電源系統図、設備系統図、設備平面図の順とすること。
｢使用機器図｣には、保護箱、混合器、分配器、空中線等の各機器の姿図、展開図、仕様等を明記すること。



※案内図が必要である。（防火対象物の使用開始の届出等に替えることはできない。）
